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Ⅰ．研究の背景

１．教育の国際化と科学技術人材の育成に対する要請
21 世紀は、科学技術に裏付けられた新しい知識・情報・
技術が、ボーダレスに絶えず進化する知識基盤社会であ
るとともに、経済活動はもちろんのこと、環境問題やエ
ネルギー問題、感染症対策など、人類を脅かす様々な課
題も、国境を越えて世界共通の問題となるグローバル社
会である。教育再生懇談会「これまでの審議まとめ－第
四次報告－」（2009 年 5 月 28 日）では、こうしたグロ
ーバル化した社会の中で、我が国が世界規模の課題の解
決に向けてリーダーシップを発揮し、世界の発展に貢献
していくとともに、今後も様々な分野で成長を続け、国
際競争力を維持・強化していくために、国家戦略として
の人材育成に取り組んでいくことが必要であるとしてい
る。このような要請に応えることは教育機関としての大
学に課せられた責務であるといえる。

２．立命館大学における国際化戦略
立命館大学における国際化の戦略目標として、「国際
的通用性のある世界水準の教育の推進」が中期計画注１）

の重点課題の方向性として位置づけられている。さらに
2003 年度の全学協議会注２）では、「在学生の 20％を何ら
かの海外派遣プログラムに送り出すこと」が確認されて
いる。
また、文部科学省は 2009 年 7 月、留学生の受入れや
英語による授業の拡大など国際大学にふさわしい環境を
整備する「国際化拠点整備事業」（以下、グローバル 30
という）に、立命館大学を含む 13 大学を選んだ。政府
は 2020 年までに 30 万人の留学生を呼び込む「留学生
30 万人計画」を立て、拠点大学は受け入れを進める環
境整備などに国からの支援が得られる仕組みになってい
る。グローバル 30 の目的は、世界的な人材獲得競争が
激しくなっている状況の下、我が国の高等教育の国際競
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争力の強化および留学生等に魅力的な水準の教育等を提
供するとともに、留学生と切磋琢磨する環境の中で国際
的に活躍できる高度な人材の育成を図ることである。立
命館大学においても、英語のみで学位取得可能なコース
の新設など大学教育の国際化をさらに進めるとともに、
海外拠点の活動を活発化することによって 2020 年まで
に世界各地から 4,000 名を超える留学生を受入れること
を目標としている。また、日本人学生についても、2020
年には学部学生の 30％、すなわち 2,400 名の海外派遣を
目指すとしている。
このようなことから、2008 年 4 月に開設した立命館
大学 6年制薬学部注3）におけるグローバル人材の育成は、
立命館大学の国際化戦略上も重要な課題である。

３．薬学部におけるグローバル人材育成の必要性
医療の国際化や高度化により、「薬剤師資格保有者」
の進路・就職先が、病院、薬局、企業、公務員等、同じ
医療系の「医師」や「看護師」と比べると職種の幅が広
く、必要とされる英語力も様々である。ビジネス英語や
英語で書かれた最新の薬に関する製品情報を読み取る能
力が求められる部署がある他、「薬」を作るための臨床
試験を行うにも、世界的な共通基準が求められるように
なってきており、英語力の必要性は増している。
また、「薬学教育の改善・充実について（最終報告）」

（2004 年、薬学教育の改善・充実に関する調査研究協力
者会議）では、6年制薬学教育の基本視点の一つとして
国際的に活躍できる能力を身に付けることの出来る教育
や国際通用性の視点からカリキュラムおよび教育システ
ムの改善・充実を図ることが重要であるとしている。
以上のように、少子化および国際的移動の活発化とと
もに、大学が教育の対象とする学生や教育の内容、学生
の卒業後の活躍の場が大きく変化しつつある中、薬学部
においても医療の国際化に対応したグローバル人材の育
成が求められている。

４．他大学との差別化・個性化の必要性
臨床現場で幅広く活躍できる薬剤師を育てるために
2006 年度より 6年制薬学教育が導入され、4年制薬学部
と並存することとなった。チーム医療の一翼を担える薬
剤師への期待は高いが、一方で、薬学部志願者は激減し、
定員割れの大学が続出するなど、薬学部を取り巻く環境
は厳しい。

表 1　 私立大／学部系統別　初年度納入金平均額
（2007 年度） （昼間部ひとり当たりの年間学費）

学部系統 入学金 授業料 施設・設備費 合計

理・工 256,629 円 948,749 円 170,698 円 1,376,076 円

薬 378,815 円 1,417,806 円 328,687 円 2,125,308 円

農・獣医 260,373 円 905,025 円 196,307 円 1,361,705 円

（平均） 272,699 円 1,003,358 円 194,009 円 1,470,066 円

出典：文部科学省調査より作成

『週間東洋経済』（2009 年 5 月号）は、4年制薬学部で
大学院進学や研究・開発分野の人材作りに成果を上げる
大学と、6年制薬学部で薬剤師国家試験合格率の高さで
学生を集める大学とのすみ分けや、さらに国家試験合格
率の高低による人気・不人気校の二極化が進みつつあり、
大学全入時代の高校生たちは各大学をシビアに見つめて
いるとの分析を行っている。私立大学薬学部の年間授業
料は平均約 200 万円（表 1）であり、6年間で約一千万
円超がかかることとなる。薬剤師になるためには、6年
制課程の薬学部を卒業し、薬剤師国家試験に合格しなけ
ればならないこともあり、今後、国家試験の合格率が大
学選びの重要な指標になることは必至である。
また、表 2に示す通り「来年、入試に人気になりそう
な学部・学科系統ランキング」（『Fuji Sankei Business i』
2009年10月17日）で6年制の薬学部は「学ぶ期間が長く、
学費がかかる割に卒業後の見返りが少ない、との考えか
ら人気は全体の 9％と低迷している」（同）。さらに、『朝
日新聞』（2009 年 10 月 26 日）は、①学費負担が大きい
こと、②修学年限が同じ医・歯学部と比べて収入が増え
る保証はないこと、③「薬剤師過剰」が現実化しつつあ
ること等を薬学部の人気低迷の原因として挙げている。
このような厳しい状況の中で、受験生確保の点から、
立命館大学薬学部が質の高い志願者を確保し「受験生に
選ばれる大学」となるには、国家試験において高い合格
率を出すことは第 1義的な意味を持つ。加えて、「薬学
教育モデル・コアカリキュラム」（2002 年、日本薬学会
薬学教育カリキュラムを検討する協議会）注4）を参考と
しながら、基礎薬学と医療薬学とのバランスを考慮した
カリキュラムを編成し、大学独自の発展的な内容を取り
入れることが必用である。
さらに加えて、わが国の薬学部の置かれた厳しい状況
を考えればそれだけでは十分ではなく、大学の個性や特
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色を打ち出す教育的付加価値の高いカリキュラムを提供
することによって、学生の満足度を引き上げ、卒業生や
就職先からの評価を高めながら、他大学の薬学部と差別
化を図ることが課題である。総合大学としての立命館大
学の優位性を活かした国際化戦略は、このような薬学部
における個性化戦略においても極めて大きな意味をもつ
と考えられる。

Ⅱ．研究の目的

本研究の目的は、国際社会で活躍できる薬剤師育成の
契機となる、特色ある「薬学部海外派遣プログラム」を
開発することである。我が国の薬学部が置かれた厳しい
状況の中で、立命館大学薬学部が選ばれる大学としての
地位を獲得するためには、グローバル人材育成を目指す
具体的な教学カリキュラムを構築していくことが必要で
ある。

Ⅲ．研究の方法

１．立命館大学理工系学部の国際化の現状分析
２．薬学部の抱える国際化推進上の課題分析
３．学生へのアンケート調査
４．教員へのヒアリング調査
５．他大学先進事例分析
６．薬学分野で求められる国際化教育についての分析

Ⅳ．調査・分析

１．立命館大学理工系学部の国際化の現状
（財）海外職業訓練協会（OVTA）「海外の大学・大学
院等への派遣研修制度に関する実態調査」（2005 年 3 月
10 日）によれば、企業が海外に派遣しているのは、ま
ず技術職が最も多く、理工系、文・社系という分類にす
ると、理工系職種が海外留学者の 6割を占めている。け
れども以下でみるように、学生の海外派遣参加率の低迷
は、明らかに企業の期待との間に大きな乖離を起こして
いる。

（１）理工系学部における海外派遣者実績
立命館大学理工系 4学部の国際化の理念は、研究・教
育の国際化と地域・国際貢献を通じて、国際的に活躍で
きる技術者・研究者を育成することである。しかし、現
状として、2002 年度から 2008 年度までの学部別海外派
遣者実績（図 1）にみる通り、文・社系学部と比べ理工
系学生の海外派遣プログラムへの参加率は低迷してお
り、理工系学部の国際化が進んでいるとは言えない。
また、国際社会で活躍する有為な人材を育成すること
を目的として実施している「国際社会で活躍する人材養
成特別プログラム」注5）は全学部の学生を対象としてい
るが、これまで理工系学部の参加実績（表 3）はない。

（２）学部独自海外派遣プログラムの必要性
2002 年度から 2008 年度までの国際部主管プログラ
ム（全学プログラム）と学部独自海外派遣プログラムの

表 2「来年、入試に人気になりそうな学部・学科系統ランキング

準備 学部・学科系統 割合 順位 学部・学科系統 割合

1 経済系 38.3％ 11 国際系 18.2％

2 看護 37.8％ 12 心理系 17.9％

3 医療技術系 32.4％ 13 理学系 16.4％

4 農学系 30.1％ 14 外国語 16.1％

5 工学系 25.9％ 15 教育 12.2％

6 経営系 25.4％ 16 商学系 11.4％

7 教員養成系 25.3％ 17 社会学系 9.9％

8 医学 24.7％ 18 薬学 9.0％

9 生命科学系 19.7％ 19 社会福祉 6.0％

10 法学系 18.9％ 20 政治系・情報系 5.9％

薬学部の人気は低迷

出典：『Fuji Sankei Business i』，2009年
10月 17日より作成
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派遣者推移の結果（図 2）をみると、国際部主幹の海外
派遣プログラムの派遣者は約 1.9 倍、学部独自の派遣プ
ログラムでは約 4.4 倍増となっている。さらに、学部別
海外派遣者実績（表 4）によると、産業社会学部では、
2006 年度より新たに実施した学部独自海外派遣プログ
ラムの成果もあり、約 80 名の派遣者増となっている。
また、経済学部、経営学部における 2005 年度から 2008
年度の 3年間の推移を見ると、経済学部では約 100 人増、

経営学部では約 150 人増と両学部ともに顕著な成果を上
げている。さらに、理工系学部の一つである情報理工学
部においても、2006 年度に学部独自の海外派遣プログ
ラムを新規に開発した結果、2005 年度から 2007 年度の
2年間に約 50 人（4.8 倍）増えている。以上のことから、
各学部の教学や学生の興味・関心等のニーズに応える学
部独自プログラムの積極的推進により、学生の参加促進
が可能であると考えられる。

２．薬学部の抱える国際化推進上の課題
Ⅳ－1の分析より、理工系学部の国際化を推進するた
めには、学部独自の海外派遣プログラムを実施すること
が有効であると推測される。
すでに、先行研究注6）から立命館大学理工系学生の海

外派遣プログラム参加率が低迷している要因は、①海外
経験のある友人や先輩が少ないことによる情報不足、②
参加費用の高さ、③正課の専門課程との両立の困難、な
どが明らかになっており、立命館大学薬学部が学部独自
海外派遣プログラムを開発するに際して、留意すべき点
は以下の通りである。

（１）海外経験のある友人や先輩が少ないことによる情
報不足
立命館大学薬学部は、2008 年 4 月に開設された新設
学部であり、かつ初めての薬学系学部であることから、
身近に海外留学経験のある友人や先輩が少ないことによ
る情報不足。

表 3　「国際社会で活躍する人材養成特別プログラム」参加実績

　
2005 年度 2006 年度 2007 年度 2008 年度 2009 年度

計
後期 前期 後期 前期 後期 前期 後期 前期

法学部 4 6 7 9 2 9 5 5 47
産業社会学部 2 2 2 4 4 4 5 5 28
国際関係学部 5 10 12 10 16 10 17 17 87
文学部 0 1 1 1 4 3 4 4 18
政策科学部 4 7 5 4 1 6 3 3 33
映像学部 － － － 0 0 0 0 0 0
経済学部 0 0 2 3 4 3 4 4 20
経営学部 1 0 1 2 1 2 1 1 9
理工学部 0 0 0 0 0 0 0 0 0
情報理工学部 0 0 0 0 0 0 0 0 0
生命科学部 － － － － － 0 0 0 0
薬学部 － － － － － 0 0 0 0

計 16 26 30 33 33 37 39 39 242

出典：『立命館大学国際機構 /国際部年次報告書』より作成
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図 1　 立命館大学文・社系学部と理系学部の海外派遣者
実績

出典：『立命館大学国際機構 /国際部年次報告書』より作成
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（２）参加費用の高さ
Ⅰ－4において述べたように、薬学部の学費負担は他
の学部と比べて大きい。そのため、費用負担を極力低く
抑える仕組み作り。

（３）正課の専門課程との両立
以下の点により、薬学部生は他学部生に較べても正課
課程との両立に困難を抱えている。
①立命館大学薬学部の学生が卒業するために必要となる
単位数（195 単位）の約 7割（132 単位）が必修科目
である。対象科目が不合格で、条件を満たしている場

合、休暇期間中に再試験が実施される。
② 1日 3コマ連続の実習科目が多く配置されている。
③ 3回生および 5回生進級時に厳しい進級条件が課せら
れる。また、5回生進級時に実務実習へ行くための必
須条件となる共用試験（OSCE・CBT）注7）が春期休暇
前に実施される。共用試験が不合格だった場合、春期
休暇期間中に再試験を受験する必要がある。
④ 4回生次に「実務前実習」、5回生次に「病院実務実
習（11 週間）・薬局実務実習（11 週間）」、6回生次は「卒
業研究」以外に薬剤師国家試験対策や就職活動を行う
必要がある。

表 4　立命館大学学部別海外派遣者実績

　 在学生数＊ 2002 年度 2003 年度 2004 年度 2005 年度 2006 年度 2007 年度 2008 年度 計
法学部 3975 87 79 120 110 125 107 150 778
産業社会学部 4426 79 115 129 159 241 242 168 1133
国際関係学部 1379 129 138 143 159 216 214 219 1218
文学部 5221 123 104 121 186 185 258 233 1210
政策科学部 1656 67 102 125 155 104 110 108 771
映像学部 497 － － － － － 1 9 10
経済学部 3811 80 64 66 103 134 157 200 804
経営学部 3977 42 30 86 113 165 200 265 901
理工学部 4802 29 21 26 41 25 45 34 221
情報理工学部 2447 － － 2 13 54 63 45 177
生命科学部 656 － － － － － － 2 2
薬学部 194 － － － － － － 0 0

計 33,041 636 653 818 1039 1249 1397 1433 7225
＊ 2009 年 9 月 1 日現在　出典：『立命館大学国際機構 /国際部年次報告書』より作成

学部独自海外派遣プログラムを実施 学部独自海外派遣プログラムを実施

出典：『立命館大学国際機構/国際部年次

報告書』より作成 

図 2　国際部主管プログラムと学部独自海外派遣プログラムの派遣者推移（学部生対象）
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３．海外派遣プログラムに対する学生アンケート調査
目　　的： 学部独自の海外派遣プログラムを開発する前

提として、薬学部生のニーズについて把握す
る。

対　　象： 「2009 年度前期成績発表・後期履修ガイダン
ス」に参加した薬学部の 1・2回生

質問項目：  ①学部独自の海外派遣プログラムへの参加希
望の有無とその理由、②派遣希望先、③参加
目的、④気になる点や要望について。

方　　法：アンケート調査
日　　時：2009 年 9 月 25 日

表 5　薬学部生のアンケート調査対象

回生 在籍者数 回答数 回答率

1回生 97 86 89％

2 回生 97 60 62％

合計 194 146 75％

（１）学部独自で実施する海外派遣プログラムへの参加
希望について
学部独自で海外派遣プログラムを実施した場合の参加
希望については、回答者全体の 65％が「是非参加した
い」・「機会があれば参加したい」（図 3）と学部独自の

海外派遣プログラムへの参加を希望しており、これは回
生別でもほぼ同じ結果（図 4・5）であった。参加希望
の理由として、「世界で活躍したいから」、「日本と海外
の薬学がどのようなものか体験したい」、「薬学に関係あ
る留学に興味がある」、「海外留学に興味はあるが、薬学
部だと難しいと聞いていたから」、「視野を広め、知識を
深めたい」、「自分の価値観を広げたい」、「薬学部では授
業の関係上、海外へ留学する機会があまりないから」、
「最先端の研究を見てみたい」との回答が得られた。

（２）派遣希望先
海外派遣プログラムに対する派遣希望先（図 6）は、
イギリスを選択した学生が全体の（26％）で一番人気が
あり、続いて、アメリカ（23％）、カナダ（22％）、オー
ストラリア（19％）の順番であった。アジア圏であるシ
ンガポール（5％）は他の国々と較べると選択した学生
は少なかった（複数回答可なので、合計は 100％にはな
らない）。また、自由記述欄から「派遣先が安全である
こと」との記載があることから、派遣地域については、
安全面においての配慮が必要である。

（３）参加目的
プログラムへの参加目的（図7）として最も回答が多か
ったのが「語学力の向上（30％）」、次に「留学経験を自分

表 6　参加希望（回生別・学部全体）

プログラムへの参加希望 学部全体 １回生 2回生

是非参加したい 23 16％
65％

15 17％
67％

8 14％
62％

機会があれば参加したい 72 49％ 43 50％ 29 48％

あまり参加したくない 30 21％
35％

16 19％
33％

14 24％
38％

参加したくない 20 14％ 12 14％ 8 14％

49%

16%14%

21%

是非参加したい

機会があれば参加したい

あまり参加したくない

参加したくない

＜n=145＞

50%

17%14%

19%

是非参加したい

機会があれば参加したい

あまり参加したくない

参加したくない

＜n=145＞

14%14%

24%

48%

是非参加したい

機会があれば参加したい

あまり参加したくない

参加したくない

67％が希 望  62％が希 望  65％が希 望  

＜n=145＞

 図 3　参加希望（学部全体） 図 4　参加希望（1回生） 図 5　参加希望（2回生）
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の将来に役立たせたい（26％）」と「異文化体験・異文化
交流海外（25％）」であった。「ライフサイエンス分野の
最先端に触れる機会を得たい（15％）」の回答結果は、他
の参加目的と比べると低かった。ただし、今回のアンケ
ートの対象が 1・2回生（2008 年 4月に開設した学部で
あるため、在学生は 1・2回生のみである）のみであった
ことを考えると、アンケートの回答者数の 41％の学生が
「ライフサイエンス分野の最先端に触れる機会を得たい」
を選択していることから、全学部の学生を対象とした派
遣プログラムではなく、学部の教学や学生の興味・関心
等のニーズに応える学部独自の海外派遣プログラムへの
期待が高いことが伺える（複数回答可なので、合計は
100％にはならない）。その他の意見として「海外の学生
との交流」という回答が目立った。また、プログラムへ
の参加希望と参加目的との関係（図 8）および参加への

希望の有無に対する理由については、「是非参加したい」・
「機会があれば参加したい」を選択している学生は、自分
の将来やキャリアに「語学力」や「異文化体験・異文化
交流」が重要と認識しているのに対し、「あまり参加した
くない」・「参加したくない」と回答した学生は、語学力
の不安から参加を希望していないことがわかった。

（４）気になる点や要望について
また、参加するにあたって気になる点や要望について
の回答は、「単位授与の有無」、「プログラムに参加して
いる間の授業や単位について」というように正課への影
響を心配する声が多かった。また、「興味はあるが、費
用的に参加するのが難しい」、「自己負担額が低くないと
無理」というような声も多く、「経済的な不安」を抱え
る学生が多いことが読み取れる。
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図 6　参加希望国（2つまで回答可）
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図 7　海外派遣プログラム参加目的（複数回答可）
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図 8　海外派遣プログラムへの参加希望と参加目的の関係（複数回答可）
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（５）学生アンケート調査のまとめ
調査結果から、薬学部で教学実態や学生の興味・関心
等のニーズに応える独自の海外派遣プログラムを開発し
た場合、一定のニーズがあることが判明した。派遣先に
ついては、学生が希望している派遣先を考慮しつつ治安
の良い地域を選択する必要がある。プログラムの内容に
ついては、学生の将来やキャリアへとつながる、または
その契機となることが望まれる。また、学生の参加への
モチベーションを高めるために正課科目として、単位授
与が可能となるプログラムである必要があり、実施時期
や期間については正課課程への影響が少ない休暇期間中
を利用した短期のプログラムであることが望ましい。さ
らに、経済的な不安を抱える学生のため、費用負担を低
く抑える仕組み作りが必要である。

４．教員の立場から見た海外派遣プログラムの意義
目　　的： 教員の立場から見た海外派遣プログラムの必

要性やその目的、プログラム内容を把握し、
海外派遣プログラムを学部教学に位置づける
ための意義や概要を明らかにする。

対　　象： 学部執行部、薬剤師免許や医師免許を保有す
る薬学部専任教員 4名

方　　法：ヒアリング調査
日　　時：2009 年 10 月

調査の結果は表 7である。ヒアリングからは、海外派
遣プログラムを開発するに際しての教学的位置付けが読
み取れる。
①全学で実施している海外派遣プログラムは、実施時期
や内容が学部教学のニーズにマッチしたものとなって

いないため、学部独自のものを開発する必要がある。
②低回生次に「世界の医療現場」を肌で体験し、今後の
語学学習や薬学教育への動機付けとなる海外派遣プロ
グラムであることが望ましい。
③高回生では、長期実習のための共用試験や薬剤師国
家試験対策があり、海外派遣プログラムへ行くため
の物理的時間や精神的な余裕がない。そこで低回生
を対象とし、早い段階で同じ分野を学ぶ海外の学生
と交流させることで、新しい視点や新鮮な感覚を獲
得させるものとする。
④レベルについては、イニシエーション型プログラム（語
学力の増進と異文化体験を主要な目的としたプログラ
ム）とする。
⑤将来、薬学分野の専門家として大学院進学や薬の研究
開発分野への就職を目指す学生（少人数の 5回生以上）
を対象とした 1～ 2カ月間のアドバンスト型（上級レ
ベル）の検討も必要。

５．他大学の実践事例
目　　的： 学部独自の海外派遣プログラムを実施してい

る全国の薬科大学や薬学部の先進的な事例や
取組みについて把握する。

対　　象： 学部独自の海外派遣プログラムを実施してい
る全国の薬科大学や薬学部　

方　　法：文献調査

（１）他大学における海外派遣プログラムの内容
他大学における海外派遣プログラム先や派遣時期、派
遣期間、派遣内容についての調査結果は表 8の通り。

 表 7　教員の立場から見た海外プログラムの概要

必用の有無 全学プログラムは、薬学部の場合参加が難しいため、学部独自の海外プログラムは必要である。

目的
語学力の向上、異文化理解・異文化体験、最先端の医療現場に触れる、世界の医療現場を知る（日本と海外では、医
療システムや薬剤師の役割を比較する）。プログラム修了後、英語や薬学教育を学ぶモチベーションの向上につなげる。

研修内容 同じ分野（薬学）を学ぶ学生との交流、英語学習、医療機関（病院、薬局）見学、大学薬学部の施設見学、専門講義

対象回生 1・2回生（イニシエーション型）、将来的には 5・6回生（アドバンスト型）

時期・期間 夏期休暇 or 春期休暇 期間 2週間程度

正課・課外 正課 レベル イニシエーション型

人数 20 名程度 滞在形式 ホームステイ

引率の有無 安定的に運用できるまで教員（または職員）が引率 地域 アメリカ、カナダ、イギリス（治安の良い地域）。

その他 将来的には、少人数の 5回生以上を対象とした１～２ヵ月間のアドバンスト型（上級レベル）の検討も必要
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各大学別の特色や特徴的事例については以下の通り。
①名城大学薬学部では、研修報告書提出後に5万円と研修
費実費（250ドル）を全員に支給しているほか、父母会よ
り6名を上限として20万円の奨学金を支給している。
②明治薬科大学では、4 年制薬学教育時より実施して
いる夏期休暇期間を利用した短期プログラムのほか、
2010 年度より、5回生次に TOEIC，TOEFL等で一定
の成績を修めた学生を対象とした「海外医療研修コー
ス（2カ月間）」の実施を予定している。
③神戸学院大学薬学部の 2009 年度「アメリカ薬学研修」
は、参加者 34 名に対して応募者数 69 名（競争率 2倍）
と学生の支持を集めている。また、出発前には、8カ
月間に渡り、薬学、薬剤師を囲む現状についての講義
や病院、薬局において事前講義を行っている。さらに、
研修修了後は、学内において報告会の実施や薬剤師学
術大会においてその成果を発表している。
④同志社女子大学では、事前講義でアメリカでの医療シ
ステムや薬剤師の役割についての講義を受講してか
ら、現地の薬学生の実習に随行し、薬局や病院での薬
剤師の活躍をじっくりと学ぶプログラム編成となって
いる。研修最終日には全員の学生が 20 分間のプレゼ
ンテーション（英語）を行っている。また、現地での
研修中には、毎日復習会を開き、討議することで内容
の理解を深めている。

（２）他大学調査からの示唆
他大学における海外派遣プログラムの実践例から得ら
れた示唆は以下の通りである。
①派遣先は、アメリカ、カナダ、イギリスの何れかで実
施している大学が多い。
②正課と両立させるためには、開講期間中ではなく、夏
期や春期休暇（2週間～ 1カ月）を活用した海外派遣
プログラムを開発する必要がある。
③費用負担を軽減するために、奨学金についての検討が
必要である。
④語学学習だけなく、英語での専門講義の実施、医療機
関や大学の施設見学、現地学生との交流などを組み合
わせた研修プログラムの検討が必要である。
⑤短期間の海外派遣プログラムをより効果的にするため
には、事前・事後の教育カリキュラムを充実させるこ
とが重要である。
⑥全国の薬科大学・薬学部（全国 71 大学、うち私学 57
大学）のうち、独自の海外派遣プログラムを実施して
いる大学は少ない。立命館大学薬学部において、独自
の海外派遣プログラムを実施することは、薬学部にお
ける個性化戦略において極めて有効である。

６．薬学分野において求められている英語運用能力につ
いての調査
目　　的： 製薬企業を含む薬学系の民間企業に語学研修

表 8　他大学における海外派遣プログラムの実態（薬科大学・薬学部）

名城大学
薬学部

明治薬科
大学

東邦大学
薬学部

昭和大学
薬学部

神戸学院
大学薬学部

金城大学
薬学部

同志社女子
大学薬学部

地

域

アメリカ ● ● ● ● ●

カナダ ● ●

イギリス ●

時
期

春期・夏期休暇中 ● ● ● ● ● ● ●

開講期間中 ●

期
間

2週間～ 3週間 ● ● ● ● ●

１ヵ月以上 ● ● ●

内

容

英語学習 ● ● ●

専門講義（英語） ● ● ● ● ●

医療機関施設見学 ● ● ● ● ● ●

医療実習（見学） ● ●

現地学生との交流 ● ●

出典：各大学のホームページより作成



大学行政研究（５号）

－ 66 －

を提供している語学教育機関に対し、薬学分
野で求められている「英語運用能力」につい
て調査する。

対　　象： 語学教育機関 2 社（株式会社 OTCおよび
IES株式会社）

方　　法：ヒアリング調査
日　　時：2009 年 6 月 16 日、6月 18 日

（１）薬学部分野において必要となる「英語運用能力」
ヒアリング調査の結果は表 9の通り。

（２）語学教育機関へのヒアリング調査結果のまとめ
ヒアリング調査の結果をまとめると下記の通りとなる。
①外資系製薬メーカーの多くの研究拠点がアジアを中心
とした全世界にあるため、「ビジネス」、「コミュニケ
ーション」、「交渉」を英語で行う必要がある。そのた
め、実務に近い「英語コミュニケーション能力」が求
めてられている。
②学術・DIは、英語で書かれた最新の製品情報や医薬
品関連情報を収集・蓄積し、MRや管理薬剤師の支援
を行うため、グローバルな情報やミーティング等に対
応するため英語力が必要となる。
③医療の高度化に伴い、「薬剤師資格保有者」の進路・
就職先が、病院、薬局、企業（製薬・治験・化学・食
品他）、公務員等、幅が広く、必要とされる英語力も
様々である。企業の場合、部署によりビジネス英語が
必要となる場合や、日々変化する「薬」に関する情報

を、英語で書かれた文献情報に目を通し、必要なもの
だけを取り出せる英語力は必須となり、さらに「薬」
を作るにも、臨床試験を行うにも世界的な共通基準が
求められるようになってきており、英語力の必要性は
増している。すなわち、「高度な英語運用能力」あれば、
就職先の選択幅が広がり、より高度な仕事を担当する
ことが可能となる。
④調査の結果から、薬学部を卒業した学生が将来、国際
化の流れに対応できる薬剤師、創薬専門家となるため
には、薬学に関連した学術誌、雑誌、新聞の読解、お
よび医療現場、研究室、学術会議などで必要とされる
「実用的英語力」を身につける必要がある。そのため
には、大学在学中に基本的知識と技能の修得、そして
国際的視野に立ったものの見方を身に付けることが重
要であり、そのきっかけとなる教学カリキュラムを構
築する必要がある。

７．6年制薬学教育で必要となる国際化教育についての
調査
薬学部における学部独自海外派遣プログラムを開発す
るにあたっての留意点を明らかにするため、「薬学教育
第三者評価」注10）や「薬学教育コアカリキュラム－薬学
アドバンスト教育ガイドライン－」注11）で示されている
基準項目等から、6年制薬学教育で求められている国際
化教育について調査を行った。その結果、「医療現場で
の基本的な日常会話を英語で行うことができる」や「薬
の服用法と注意事項に関する基礎的知識を英語で伝達す

表 9　薬学部分野で求められている「英語運用能力」の現状

株
式
会
社
Ｏ
Ｔ
Ｃ

○  治験（医薬品もしくは、医療機器の製造販売の承認申請をするために行われる臨床試験）のプロジェクトリーダーで
TOEIC800 点、スタッフで TOEIC730 点は最低必要である。しかし、新卒の TOEIC平均点は約 460 点と企業で求めてい
る能力と現実にはギャップが生じている。そのために各企業は、多くの資金を社員に投資し、英語教育を行っている。

○  医薬品メーカーは、外資系が多いため、英語で交渉出来る（話す）能力を求められている。
○  これまでは、社員に対する外国語教育を社内研修で実施してきた。しかし昨今の厳しい経営環境において、この教育コ
ストの負担が重荷であり、よりコストのかからない人材を求めていることも事実である。この点で言えば、大学時代に
外国語運用能力を高めておくことは、採用時において有利に働くといえる。

Ｉ
Ｅ
Ｓ
株
式
会
社

○  外資系製薬メーカーやジェネリックメーカーの多くの研究拠点がアジアを中心とした全世界にあるため、日常的なビジ
ネスのやり取りやコミュニケーションを英語で行う必要がある。そのため、実務に近い「英語コミュニケーション能力」
を求めている。

○  学術・DI注 8）は、英語で書かれた最新の製品情報（効能・副作用等）や医薬品関連情報を収集・蓄積し、MR注 9）や管理
薬剤師の支援を行うため、グローバルな情報やミーティング等に対応するため英語力が必要となる。

○  医療の高度化に伴い、「薬剤師資格保有者」の進路・就職先が、病院、薬局、企業（製薬・治験・化学・食品他）、公務
員等、幅が広く、必要とされる英語力も様々である。企業の場合、部署によりビジネス英語が必要となる場合や、日々
変化する「薬」に関する情報を、英語で書かれた文献情報に目を通し、必要なものだけを取り出せる英語力は必須となり、
さらに「薬」を作るにも、臨床試験を行うにも世界的な共通基準が求められるようになってきており、英語力の必要性
は増している。すなわち、「高度な語学運用能力」があれば、就職先の選択幅が広がり、より高度な仕事を担当するこ
とが可能となる。
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ることができる」といった、単なる英語コミュニケーシ
ョン能力だけでなく、基本的知識と技能の修得が必要と
されており、薬学教育における国際化の必要性は、単に
国際社会で活躍する薬剤師を育成するだけでなく、日本
社会の国際化に対応できる薬剤師の育成をも視野にいれ
なければならないことがわかる。すなわち、日本社会の
国際化によって日本語を話すことが出来ない患者に対応
する機会が増加する可能性が高まると推測される。

８．調査のまとめ
これまでの学生アンケート調査、教員へのヒアリン
グ、他大学の実践事例、語学教育機関へのヒアリング調
査結果をまとめると以下の通り。
（1）全学で実施されているプログラムは理工系学部の教
学や学生の興味・関心等のニーズに応えるプログラム
となりえていない。そのため、学部独自の海外派遣プ
ログラムを開発することによって、参加促進を行うこ
とが可能であると考えられる。

（2）立命館大学薬学部において、学部独自の海外派遣プ
ログラムを実施する際には、①海外派遣プログラムに
関する情報の提供、②費用負担を低く抑える仕組み
作り、③教学上の厳しい制約条件を考慮したプログラ
ム、具体的には、課外活動の一環ではなく、正課科目
として単位授与が行えること。さらに、開講期間中の
実施でなく休暇中の短期派遣型プログラムの開発が必
要である。

（3）学部独自に実施する海外派遣プログラムに対するニ

ーズがある。また、海外派遣プログラムを通じて、「語
学力の向上」、「異文化体験・異文化交流」、「最先端の
専門分野に触れる」ことが期待されている。また、派
遣先については、安全性への配慮が重要である。

（4）将来国際社会で活躍できる薬剤師育成の契機となるよ
う低回生を対象に実施し、プログラム終了後、語学学習
や専門分野への動機付けにつながることが重要である。

（5）出発前の事前講義、現地でのプログラムへの参加、
そして帰国後の事後講義の一連の過程を経ることで、
短期間の海外派遣プログラムをより効果的にする。

（6）将来、国際化の流れに対応できる薬剤師となるため
に必要な基礎的知識と技能を修得し、それらを通じて
国際的視野に立ったものの見方を身に付けるためのフ
ァーストステップとなる教学カリキュラムとして開発
する必要がある。

Ⅴ．立命館大学薬学部海外派遣プログラ
ムの開発

１．海外派遣プログラムの概要
これまでの調査結果から、国際社会で活躍できる薬剤
師の育成を目指した「薬学部海外派遣プログラム」の概
要は以下である。

（１）基本情報
海外派遣プログラムの基本情報は表 10 の通り。

表 10　海外派遣プログラム基本情報

派遣地域 カナダ、ブリテッシュコロンビア州、バンクーバー市
カナダのブリテッシュコロンビア州、バンクーバー市は、治安が大変良く、気候も温暖であり、物価も安い。また、この地域では
アメリカ英語とイギリス英語が調和したスタンダードな英語が話される。そのためアクセントや訛りのない世界各国で通じるクリ
アな英語を学ぶ事が出来る。
派遣先大学 キャピラノ大学（主）、UBC（副）
主な派遣先となるキャピラノ大学注12）、は、本学薬学部が抱える教学課題を理解した上での、オーダーメイド型プログラムの開発
が可能と思われる。また、キャピラノ大学は学生の立命館大学への派遣についても積極的な感触であり、将来的には学生交換へと
発展する可能性がある。また、学生交換を実施することでプログラム費の相殺についても可能性があるため、学生の費用負担の軽
減も期待出来る。UBC（ブリティッシュ・コロンビア大学）と立命館大学は、共同開発した独自のカリキュラムを 20 年前より実
施し（立命館大学－ UBCジョイントプログラム）、キャンパス内にある立命館大学オフィスへ専任教員と専任職員を派遣している。
派遣期間 2週間程度
正課課程への影響を考慮し、派遣期間は 2週間程度とする。
派遣時期 春期休暇中
派遣時期を春期休暇期間中とすることにより、正課への影響がないことや、閑散期でもあるため、プログラム費を低く抑えること
が出来る。
レベル イニシエーション型
語学力の増進と異文化交流・異文化理解など中心としたプログラム。「海外を体験し、国際的な視野を広げる」ことにより、その
後の語学力向上と継続学修のモチベーションを高める契機とすることを目的とするため、参加するための語学要件は課さない。
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（２）単位授与
　単位授与は表 11 の通り。

（３）その他
①　滞在先
家族の一員として現地の生活を体験できるというメ
リットがあり、現地の文化や風習を体験できるのと同
時に、日常生活の中で生きた英語を身につける機会に
もなるため、滞在先はホームステイとする。

②　経費
プログラム経費（航空運賃、プログラム費、ホーム
ステイ代、フィールドワーク代、空港／大学、ホーム
ステイ／大学の交通費含む）は、派遣先大学との学
生交換によるプログラム費の相殺を実施することによ
り、費用負担の軽減が可能となる。

表 12　経費（参考）

参加人数 期間 金額 期間 金額

10 名以上 2週間 約 32 万円 4週間 約 42 万円

15 名以上 2週間 約 30 万円 4週間 約 40 万円

20 名以上 2週間 約 28 万円 4週間 約 38 万円

③　奨学金
費用負担を極力低く抑える仕組み作りとして、①立
命館大学国際教育センターが主幹し、実施している
「立命館大学海外スタディ等奨学金」注13）の活用、②
学部独自の人材育成基金の安定的確保による「海外派
遣プログラム奨学金」の活用を検討する。

④　学生への情報提供
立命館大学薬学部が新設学部であり、身近に留学経験
者が少ないことによる情報不足については、次の取組み
を行う。①薬学部執行部の教員や専任教員アドバイザー
注14）が自身の経験に基づき、将来の進路・キャリアにつ
いてのアドバイスや履修指導を行い、正課への影響に
対する不安を解消する、②海外派遣プログラム経験者
が「留学アドバイザー」となり、情報提供・相談を行
う。同じ学生の “生” の声を聞くことにより、プログ

ラムへの参加動機を明確化することや、留学アドバイ
ザーにとっても経験を話すことにより、プログラムを
通じて学んだことを振り返る契機となる、③理工系学
部を卒業し、「国際社会で活躍している」OB・OGと
の交流会を企画し、自らの経験を通して感じた「国際
化」の重要性について話を聞く。

⑤　引率
2週間の短期間ではあるが、プログラムが安定的に
運用されるまで、教員または職員が引率する。

２．プログラムのシラバス案
（１）事前講義
①カナダおよびバンクーバーの基礎的知識（歴史、文化、
経済、政策）の修得に加え、カナダの医療制度や薬剤
師の役割についての講義および調査を行う。
②テレビ会議システムやチャットシステムを用いて現地
学生との遠隔交流の実施。
③①の調査結果について、プレゼンテーション（日本語）
を行う。
④①でまとめた調査結果を、立命館大学アジア太平洋大
学（以下、APU）にて留学生の前でプレゼンテーショ
ン（英語）を行う。
⑤出発直前に健康・危機管理ガイダンスや結団式を行う。

（２）現地でのプログラム
①英語学習
②基礎的な薬学分野についての講義（英語）
③フィールドワーク
④現地の大学生との交流
⑤「国際社会で活躍している卒業生（立命館大学校友会
バンクーバー支部）」との交流

（３）現地での具体的なフィールドワーク
① UBCへの課外研修（ライフサイエンス系学部・薬学

表 11　単位授与について

科目名 「特殊講義（基礎）（海外派遣プログラム）」 担当教員 薬学部専任教員

対象回生 薬学部 1・2回生 単位 2単位

成績評価 立命館大学の基準に基づき 5段階評価 対象人数 15 名程度（最小催行人数　10 名）
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部施設見学）
②バンクーバー総合病院訪問
③福祉関連施設訪問（ホスピス・デイケアセンター）
④リンキャニオンエコロジーセンター訪問
⑤スタンレーパークエコロジープログラム
⑥サーモン加工業関連企業訪問
⑦サーモンリバー調査実習（キャピラノ渓谷のサケ孵化
場） 
⑧立命館大学校友会バンクーバー支部との交流会

（４）事後講義
①報告書の作成
②現地学生とのテレビ会議システムやチャットシステム
を用いた遠隔交流の継続実施。

③「英語での海外派遣プログラム報告会」の実施
　海外派遣プログラムの成果を発表する場として、企
業、薬局、薬剤師会、製薬企業、附属高教員を対象
に英語での「報告会」を開催する。

（５）単位授与根拠
表 14 のとおり。

（６）プログラムの特徴
ここで開発されたプログラムは、教学上の制約条件が
厳しい薬学部の学生のために学部独自に開発した、カナ
ダ、バンクーバーへの海外派遣と事前講義・事後講義を
有機的に連携させた海外派遣プログラムである。薬学部
独自の特徴を活かし、派遣中には、英語の学習だけでな

表 13　海外派遣プログラムシラバス案

科目名 開講期間 単位数 配当回生 担当者
「特殊講義（基礎）（海外派遣プログラム）」 春期休暇期間 2単位 1・2回生 薬学部専任教員

概　　要

薬学部独自のイニシエーション型「海外派遣プログラム」。2月上旬からの 2週間、カナダのブリテッシュコロンビ
ア州・バンクーバー市にある、キャピラノ大学や UBCで語学と専門分野の授業を実施。平日は基本的に午前中に講
義（語学学習・専門講義）を受け、午後は、学内外でのアクティビティーが中心となる。現地の滞在は、ホームス
テイとなり、異文化理解・交流を体験する。

到達目標
語学力の増進と、異文化理解・異文交流や最先端の医療現場に触れることを通して、「海外を体験し、国際的な視野
を広げる」ことにより、その後の英語や薬学教育を学ぶモチベーションの向上につなげる。

評価方法 事前講義、現地プログラム、事後講義、の全てを成績評価対象とし、5段階評価（Ａ+，Ａ，Ｂ，C，F）する。
授業回数 海外派遣プログラム 正課授業
第 1回 オリエンテーション

テレビ会議シス
テムやチャット
システムを用い
て現地学生との
遠隔交流

英語
教育

専門
教育

第 2回 事前講義① 事前調査（カナダ・バンクーバーの基礎的知識および、カナダの
医療制度や薬剤師の役割等について）第 3回 事前講義②

第 4回 事前講義③ 事前調査発表（プレゼンテーション）＜日本語＞

第 5回 事前講義④ ＡＰＵにて事前調査発表（プレゼンテーション）＜英語＞

第 6回 健康・危機管理ガイダンス
第 7回 出発前ガイダンス、結団式

現地でのプログラム（2月上旬～中旬の 2週間程度）

第 1回 事後講義①
報告会準備 テレビ会議シス

テムやチャット
システムを用い
て現地学生との
遠隔交流

英語
教育

専門
教育

第 2回 事後講義②
第 3回 事後講義③ 報告会準備・報告書作成

第 4回 事後講義④ 事後報告会（プレゼンテーション）＜英語＞

表 14　単位授与根拠

科目種別
正課の授業時間（分） 計算根拠

認定単位
事前 ･事後 現地学習 合計 学習時間 ／ 1単位当り必要学習時間 合計

講義・演習 720 1080 1800 1800 /675 ＝ 2.666 ≒
2

実験・実習 1200 1200 1200 /2025 ＝ 0.592 3.258
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く、英語による基礎的な薬学分野の学修を行い、フィー
ルドワークやホームステイを通じてカナダの文化・社会・
薬剤師の役割や医療制度薬の現状を把握する。将来、国
際社会で活躍でき薬剤師を目指す学生にとっては、本プ
ログラムへの参加がその第一歩へとつながる。

Ⅵ．研究のまとめ

本研究により、6年制薬学部教育を取り巻く厳しい環
境の中で、立命館大学薬学部が今後も質の高い受験生を
確保するため、総合大学である優位性を活かし、国際化
戦略を通じて、他大学との差別化・個性化を図るために
有効となる具体的な教育学カリキュラムを構築すること
が必要であることが明らかになった。
薬学を含む科学技術分野は、国際化が最も進んだ分野
であり、熾烈な国際競争が展開されている。将来、国際
化の流れに対応できる質の高い薬剤師、創薬専門家とし
て国際社会で活躍するためには、必要な基礎知識と技能
を修得し、それらを通して国際的視野に立ったものの見
方を身につける必要がある。そのためには、「高度な英
語運用能力」の向上はもちろんのこと、授業で学んだ基
礎的学力を実際に活用し深める海外派遣プログラムは、
学生の学習意欲を高め、帰国後の授業にもフィードバッ
クされ、学生自身の学習意欲を高め、将来の進路選択の
幅を広げることが期待される。
しかし、6年制薬学教育課程の教学上の厳しい制約条件
を考えると、学部の実情を配慮した独自に実施する海外
プログラムが必要であることが今次の研究を通じて明ら
かになった。これらを考慮した学部独自の海外派遣プロ
グラムを学部事務室にあるリソースだけで実施し、成功
させることは安易なことではない。今後、継続的に成功
させるためには、単体では有益性を確保しにくい短期海
外派遣プログラムを学部での学びと相関性を持たせるこ
とが重要であると同時に、全学的な支援が不可欠である。

Ⅶ．残された課題

⑴　プログラムの効果的な募集・広報
他学部において、学部独自海外派遣プログラムを開
発、募集したものの、最小催行人数の学生が集まらず
プログラムの中止を判断した事例がある。立命館大学
薬学部は学則定員100名（収容定員600名）と小規模学

部のため、参加学生の募集・広報は重要な課題となる。
プログラム開発後は、履修ガイダンスや成績発表ガイダ
ンス時に「海外派遣プログラムガイダンス」を実施する。
また国際部が実施している「留学フェア」、「留学相談会」
への参加やメーリングリストの配信、学部HP上でのア
ナウンス、掲示等を検討し学生募集に努める。

⑵　奨学金政策
薬学部は他学部と比べても学費が高く、自己負担で
海外派遣プログラムに参加することは容易なことでは
ない。学生の負担を軽減し、一人でも多くの学生が参
加可能となるために学部独自「人材育成基金」の安定
的確保に向けた努力が必要である。また、他大学の事
例にもあるように、父母会や完成年度迎えるまでは全
学校友会からの支援政策（奨学金政策）の可能性につ
いても追求していく。

⑶　アドバンスト型の海外派遣プログラムの開発
将来、薬学分野の専門家として大学院進学や薬の研
究開発分野への就職を目指す学部高回生を対象に、交換
留学に準ずるレベルで、語学力を高めながら一定の外国
語による専門講義や現地での医療実務研修を組み入れ
た1カ月～2カ月程度のプログラムの開発を検討する。

④　産学連携による海外インターンシップ研修の開発
海外に支店や拠点を持つ企業との産学連携による海
外インターンシップ研修を共同で開発する。薬学領域
における異文化就業体験を通じて、専門的力量、英語
の運用能力を身に付ける他、世界観や職業観を肌で感
じることが可能となる。

【注】
１） 立命館学園において 2010 年前半を見据えた戦略目標を示
したもの。具体的には「世界に開かれたアジア太平洋地域
の教育・研究拠点」となることを目標として、この目標達
成に向けて、想定される重点課題についてまとめたもの。

２） 「全学協議会」は、学園運営の重要事項に関して、理事会・
教授会・学友会大・院生連絡協議会・教職員組合・生活協
同組合（オブザーバー）などのすべての学園組織と、学生
の代表を加えた協議会で合意形成を図るための会議。

３） 立命館大学では中期計画の中で、ライフサイエンス分野の
人材育成に取組む必要があること、中でも薬学・医学等、
これまで学園がもたなかった教学分野の充実を図るため、
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2008 年 4 月に 6年制薬学部を開設した。
 【立命館大学薬学部概要】
　　 学部学科名称：薬学部薬学科、開設年：2008 年 4 月
　　 開設場所：滋賀県草津市野路東 1-1-1、定員数：１学年
100 名（完成年度 600 名）

４） 6 年制薬学教育は、日本薬学会の作成した「薬学教育モデ
ル・コアカリキュラム」と文部科学省の小委員会によって
作成された「実務実習モデル・コアカリキュラム」に準拠
した編成となっている。また、卒業実習教育については「卒
業実習カリキュラム」、薬学準備教育については「薬学準備
教育ガイドライン」、薬学アドバンスト教育は「薬学アドバ
ンスト教育ガイドライン」で例示された内容に沿って、大
学独自のカリキュラム構築が求められている。

５） 立命館大学では、2005 年度より、日本を代表して国際社
会で活躍する有為な人材を育てることを目指した「国際社
会で活躍する人材養成特別プログラム」を実施している。
全学部の学生を対象としたプログラムで、①オナーズゼミ
ナール、②グローバルシュミレーションゲーム、③演習、
④外務省国際問題討論会等への参加、⑤海外プログラムで
構成されている。

６） 片岡龍之　「学部学生の海外派遣促進政策」『大学行政研究』
2号、2007 年 3 月においての分析結果。

７） 共用試験とは、薬学教育課程（6 年制）の学生が実務実
習に必要な知識や技能を習得していることを評価するため
の全国の薬科大学・薬学部が共通で利用する評価試験。共
用試験は、「知識および問題解決能力を評価する客観試験
（CBT）」と、「技能 ･ 態度を評価する客観的臨床能力試験
（OSCE）」に分けられる。
８） DI：Drug  Informationの略。最新の製品情報（効能・副作
用等）や医薬品関連情報を収集・蓄積し、MRや管理薬剤
師の支援を行う。

９） ＭＲ：Medical Representativeの頭文字をとったもので、
医薬品メーカーの医薬情報担当者のことを意味する。

10） 薬剤師資格をもたない薬学生が、5回生次の病院・薬局実
務実習（各 11 週間）を行うために、「事前学習の十分かつ
適切な実施」、「薬学共用試験の適正な実施」、「各大学の 6
年制薬学教育に対する第三者評価」が必要とされている。
これらの実務実習実施条件を満たすには、開設 4年目に質
の高い 6年制薬学教育が行われていることを客観的に確認
し、社会に対する説明責任を果たすことが求められている。
立命館大学薬学部においても、2011 年度に「薬学教育（6
年制）第三者評価 評価基準－平成 19 年度版」に基づいた
自己評価を実施し、点検を受け、開設 6年目には、「第三者
評価」を受ける必要がある。

11） 「薬学教育コアカリキュラム－薬学アドバンスト教育－」で
は、医療系に進む薬剤師のための先端医療や、企業で活躍
する人材となるための医薬品の創薬、治験についてのアド
バンスト教育カリキュラムを構築するためのガイドライン。

12） キャピラノ大学の概要

創立 1968 年 学校
種別 公立 本　部

所在地
ノースバンクー
バー、カナダ　

キャン
パス　

バンクーバー
郊外　　　　

学部 ビジネス、リベラルアーツ（一般教養）、サイエンス＆テクノロジー、
ファイン＆アプライドアート、ツーリズム、ヘルス＆エデュケーション

特色 留学生教育に力を入れており、500 人を超える留学生が海外から入学
している。

13） 10 万円を上限に参加費用の 16.5％（2008 年度実績）を給
付（給付比率は毎年度改定）。

14） 入学時より、各回生の学生を専任教員に振り分けるアドバ
イザー制を設け、担当学生に履修指導や学生生活上のアド
バイスを行う体制を整備している。アドバイザーは必要に
応じて、個別の履修指導を行うとともに、一定期間ごとの
学習や学生生活等の到達状況に関わる指導も行う。なお、4
回生後期以降は、卒業研究担当者がアドバイザーとなる。
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表Ⅰ－1　審査基準項目（「薬学教育第三者評価」より抜粋）

２　医療人教育の基本的内容

(２-２) 教養教育・語学教育

【基準２－２－２】
社会のグローバル化に対応するための国際的感覚を養うことを目的とした語学教育が体系的かつ効果的に行われて
いること。

【観点２－２－２－１】 英語教育には，「読む」，「書く」，「聞く」，「話す」の全ての要素を取り入れるよう努めていること。

【観点２－２－２－２】 医療現場，研究室，学術集会などで必要とされる英語力を身につけるための教育が行われるよう努めていること。

１１　社会との連携

【基準１１－４】 国際社会における保健衛生の保持・向上の重要性を視野に入れた国際交流に努めていること。

【観点１１－４－１】 英文によるホームページなどを開設し，世界への情報の発信と収集が積極的に行われるよう努めていること。

【観点１１－４－２】 大学間協定などの措置を積極的に講じ， 国際交流の活性化のための活動が行われていることが望ましい。

【観点１１－４－３】 留学生の受入や教職員・学生の海外研修等を行う体制が整備されていることが望ましい。

表Ⅰ－2　薬学教育コアカリキュラム（薬学アドバンストガイドライン -」より抜粋）

Ｇ 薬学アドバンスト教育ガイドライン（例示） 

（１） 実用薬学英語 （知識・技能が必要）

一般目標：
薬学に関連した学術誌、雑誌、新聞の読解、および医療現場、研究室、学術会議などで必要とされる実用的英
語力を身につけるために、科学英語の基本的知識と技能を修得し、生涯にわたって学習する習慣を身につける。 

【読解・作文】 
到達目標： 

１．科学実験、操作、結果の説明などに関する英語表現を列記できる。
２．薬学関連分野の英語論文などの内容を説明できる。 

３．薬学関連分野でよく用いられる英単語を正確に記述できる。
４．英語で論文を書くために必要な基本構文を使用できる。

【会話・ヒアリング】 
到達目標：

１．平易な英語を用いた専門分野のプレゼンテーションを理解し、概要を述べることができる。
２．薬学関連の研究やビジネスで用いられる基本的な会話を英語で行うことができる。 

３．医療の現場で用いられる基本的な会話を英語で行うことができる。

【情報収集】 
到達目標：

１．薬の基礎的情報（合成、分析、化学的性質、薬効評価など）を英文で収集し、内容を日本語で記述できる。
２．情報交換に必要な英文の手紙が書ける。 

３．英語で書かれた医薬品の添付文書の内容を説明できる。 

４．薬の服用法と注意事項に関する情報を英語で伝達できる。

【総合演習】 
到達目標： 

１．専門分野または興味ある分野の研究内容を英語で紹介できる。
２．専門分野または興味ある分野の研究内容を英文に要約できる。

（２） グローバリゼーション 　

一般目標： 
将来、国際化の流れに対応できる薬剤師、創薬専門家となるために必要な基本的知識と技能を修得し、それら
を通して国際的視野に立ったものの見方を身につける。 

【国際的なコンセンサス】 
到達目標： 

１．ヘルシンキ宣言の内容を概説できる、２．世界保健機構（WHO）の役割について概説できる。
３．地球環境の諸問題を国際的視点で説明できる

【国際化と法律・制度】 
到達目標： 

１．医薬品の創製に関する法律や知的財産権が、国家間でどのように異なるかを概説できる。２．医薬品開発にお
ける国際的ハーモナイゼーション（ICH）の必要性を説明できる。 ３．国際標準化機構（ISO）について概説できる。 

【国際的な医薬品市場】 
到達目標： 

１．世界市場で必要とされている医薬品について概説できる。 

２．国際的な医薬品企業の規模と企業展開について概説できる。 

【国際的に見た医療制度
の違い】到達目標：

１．日本と諸外国における医療制度の違いを概説できる。
２．日本と諸外国における医療保険制度の違いを概説できる。 

【コミュニケーション】 
到達目標： 

１．医療現場での基本的な日常会話を英語で行うことができる。
２．薬の服用法と注意事項に関する基礎的情報を英語で伝達できる。
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Summary
The overseas placement program is occupying an increasingly important place in the College of Pharmaceutical Sciences 

as a way of training personnel that takes globalization into account, as well as providing an effective means of differentiating 

Ritsumeikan from other universities. It is encountering great difficulties in securing participating students, however, 

owing to the economic burden imposed by comparatively high tuition fees as well as restrictions on the curriculum. In 

this paper, we identify that unique overseas placement programs offered by faculties of science and engineering are 

in general insufficient to meet the needs of students, against the backdrop of a slump in the number of students from 

science and engineering faculties participating in overseas placement schemes, and present a concrete example of an 

overseas placement program that takes the circumstances of the College of Pharmaceutical Sciences into account. During 

its development, we will carry out surveys of both preceding case studies and the needs of students, teaching staff, and 

recruiting companies with respect to overseas placement programs, and arrange conditions regarding the fees to be 

borne by students and curriculum restrictions. The features of the program to be developed include both pursuing the 

advantages of the College of Pharmaceutical Science within a general university and the fact that it will take into account 

the importance of lectures before and after the program, a lesson learned from previous successful case studies.




